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各学年の目標及び説明

１．２年 ３．４年 ５．６年

１ (1) 各種の運動遊びの楽しさに触れ，その行い (1) 各種の運動の楽しさや喜びに触れ，その行い方及び健康で安 (1) 各種の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方及び心の健康や
目 方を知るとともに，基本的な動きを身に付け 全な生活や体の発育・発達について理解するとともに，基本的 けがの防止，病気の予防について理解するとともに，各種の運動の

標 るようにする。 な動きや技能を身に付けるようにする。 特性に応じた基本的な技能及び健康で安全な生活を営むための技能

(2) 各種の運動遊びの行い方を工夫するととも (2) 自己の運動や身近な生活における健康の課題を見付け，その を身に付けるようにする。

に，考えたことを他者に伝える力を養う。 解決のための方法や活動を工夫するとともに，考えたことを他 (2) 自己やグループの運動の課題や身近な健康に関わる課題を見付
(3) 各種の運動遊びに進んで取り組み，きまり 者に伝える力を養う。 け，その解決のための方法や活動を工夫するとともに，自己や仲間

を守り誰とでも仲よく運動をしたり，健康・ (3) 各種の運動に進んで取り組み，きまりを守り誰とでも仲よく の考えたことを他者に伝える力を養う。

安全に留意したりし，意欲的に運動をする態 運動をしたり，友達の考えを認めたり，場や用具の安全に留意 (3) 各種の運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をし
度を養う。 したりし，最後まで努力して運動をする態度を養う。また，健 たり，仲間の考えや取組を認めたり，場や用具の安全に留意したり

康の大切さに気付き，自己の健康の保持増進に進んで取り組む し，自己の最善を尽くして運動をする態度を養う。また，健康・安

態度を養う。 全の大切さに気付き，自己の健康の保持増進や回復に進んで取り組

む態度を養う。

(1)は，｢知識及び技能｣に関する目標であり， (1)は，｢知識及び技能｣に関する目標であり，各種の運動の楽し
各種の運動遊びの楽しさに触れることを通し さや喜びに触れることを通して，その行い方や健康な生活及び体 (1)は，｢知識及び技能｣に関する目標であり，各種の運動の楽しさや
て，その行い方を知るとともに，それらの基本 の発育・発達について理解するとともに，それらの基本的な動き 喜びを味わうことを通して，その行い方や心の健康，けがの防止及び

的な動きを身に付けること及び体力を養うこと や技能を身に付けること及び体力を養うことを意図している。 病気の予防について理解するとともに，各種の運動の特性に応じた基

を意図している。 各種の運動とは，児童の発達の段階を踏まえ，設定される運動 本的な技能及び健康で安全な生活を営むための技能を身に付けること

各種の運動遊びとは，児童の発達の段階を踏 であり，児童が成功体験を得やすいように，課題やルール，場や 及び体力を養うことを意図している。

まえ，ねらいとする動きを遊びの要素を取り入 用具等が緩和された体つくり運 動，器械運動，走・跳の運動， 各種の運動とは，児童の発達の段階を踏まえ，設定される運動であ

れて行うものであり，児童が成功体験を得やす 水泳運動，ゲーム及び表現運動を指す。 り，児童が成功体験を得やすいように，児童の発達の段階と運動の特

いように課題やルール，場や用具等が緩和され 楽しさや喜びに触れとは，教科の目標に示している体育や保健 性を踏まえ，課題やルール，場や用具等が緩和された体つくり運動，

た体つくりの運動遊び，器械・器具を使っての の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習 器械運動，陸上運動，水泳運動，ボール運動及び表現運動を指す。

運動遊び，走・跳の運動遊び，水遊び，ゲーム 過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の 楽しさや喜びを味わいとは，教科の目標に示している体育・保健の

及び表現リズム遊びを指す。 健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現 するための資質 見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を

楽しさに触れとは，教科の目標に示している ・能力を育成すること及び｢体育の見方・考え方｣である｢運動や 通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見 スポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに 増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する

付け，その解決に向けた学習過程を通して，心 体力の向上に果たす役割の視点から捉え，自己の適性等に応じた こと及び｢体育の見方・考え方｣である｢運動やスポーツを，その価値

と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の 『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けるこ や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の

健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現 と｣を踏まえたねらいである。また，児童にとって 発達の段階に 視点から捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』

するための資質・能力を育成すること及び｢体 適した，易しい運動を通して運動の楽しさや喜びに触れることが の多様な関わり方と関連付けること｣を踏まえたねらいである。また，
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育の見方・考え方｣である｢運動やスポーツを， できるようにすることを目指し，生涯にわたって運動やスポーツ 児童にとっ て発達の段階に適した，易しい運動を通して運動の楽し

その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとと に親しみ，実践していくための資質・能力を育てることを意図し さや喜びを味わうようにすることを目指すとともに，健康な生活や発

もに体力の向上に果たす役割の視点から捉え， たものである。そのためには，課題や活動の場などを工夫した易 育・発達について理解することを通 して，生涯にわたって運動やス

自己の適性等に応じた『する・みる・支える・ しい運動を行ったり，運動の取り上げ方の弾力化を図ったりする ポーツに親しみ，実践していくための資質・能力 を育てることを意

知る』の多様な関わり方と関連付けること｣を ことが重要である。 図したものである。そのためには，課題や活動の場などを工夫した易

踏まえたねらいである。また，児童にとって発 中学年では，全ての児童が，運動の特性に応じた楽しさや喜び しい運動を行ったり，運動の取り上げ方の弾力化を図ったりすること

達の段階に適した，易しい運動遊びを通して運 に触れることができるようにすることにより，運動に意欲的に取 が重要である。

動の楽しさに触れることができるようにするこ り組み，知識及び技能を身に付けることを重視し，その結果とし 高学年では，中学年の楽しさや喜びに触れる段階から，楽しさや喜

とを目指し，生涯にわたって運動やスポーツに て体力の向上につながる指導等の在り方について改善を図ること びを味わうことを重視したものである。そのため，楽しさとともに，

親しみ，実践していくための資質・能力を育て を意図したものである。また，運動の楽しさだけでなく，友達と 運動の特性に即して自己の力に応じた各種の運動の行い方を理解し，

ることを意図したものである。 協力して得られる達成感や課題を解決した成就感などの喜びに触 それらの基本的な技能を身に付けたり，それをプレイ等の中で発揮し

低学年では，全ての児童が，運動遊びを楽し れることができるようにすることを意図している。そのため，中 たりすることで喜びを味わうことに重点を置いている。また，個人の

く行うことができるようにすることにより，運 学年では，低学年の楽しさに触れるから楽しさや喜びに触れるこ 達成感や仲間と協力して得られる達成感等の喜びを味わうことによ

動遊びに意欲的に取り組み，知識及び技能を身 とができるようにすることを求めている。 り，知識及び技能が更に身に付いていくことを意図している。さらに，

に付け，その結果として体力の向上につながる その行い方を知るとは，中学年においても運動の課題，行い方 知識及び技能を活用しながら身に付けていくことで，一層楽しさや喜

ことを意図している。そのためには，課題や活 のきまり，場や用具の使い方，場の安全の確保等，各種の運動の びが高まっていくことを意図している。

動の場 などを工夫した易しい運動を行ったり，行い方を知ることが，各種の運動の基本的な動きや技能の習得や その行い方を理解するとは，高学年においても運動の課題やきまり，

運動の取り上げ方の弾力化を図ったりすること 友達との関わり合いなどをしやすくするものであることから，今 場や用具の使い方，場の安全の確保等，各種の運動の行い方を理解す

が重要である。 回，新たに示したものである。 ることが，各種の運動の基本的な技能の習得や仲間との関わり合いな

その行い方を知るとは，低学年においても運 低学年においても運動遊びの課題，行い方のきまり，用具の使 どをしやすくするものであることから，今回，新たに示したものであ

動遊びの課題，行い方のきまり，用具の使い方，い方，場の安全確保等，各種の運動遊びの行い方を知ることが， る。

場の安全確保等，各種の運動遊びの行い方を知 各種の基本的な動きの習得や課題の解決，友達との関わり合いな 心の健康，けがの防止及び病気の予防について理解するとは，保健

ることが，各種の基本的な動きの習得や課題の どをしやすくするものであることから，今回，新たに示したもの 領域の内容との関連から，心の発達や心と体との密接な関係及び不安

解決，友達との関わり合いなどをしやすくする である。 や悩みなどへの対処の仕方，交通事故や身の回りの生活の危険を予測

ものであることから，今回，新たに示したもの 健康で安全な生活や体の発育・発達について理解するとは，保 し，回避すること，病気の起こり方と予防について理解できるように

である。 健領域の内容との関連から，健康の保持増進には，健康の大切さ することを目指したものである。

基本的な動きを身に付けるようにするとは， を認識できるようにするとともに，毎日の生活の仕方が関わって 各種の運動の特性に応じた基本的な技能を身に付けるようにすると

各種の運動遊びにおいて習得が期 待される， いること，体を清潔に保つこと，生活環境を健康的に整えること は，各種の運動の基本となる技能を，それぞれの運動の特性に応じて

運動種目として成立する以前の基本的な動きを などがあること，また，体の発育・発達には，年齢に伴う体の変 身に付けることを示している。また，このねらいは，それぞれの運動

身に付けることを示している。また，このねら 化と身近な事柄としての思春期における体の変化などがあること の特性に応じた楽しさや喜びを味わうようにすることを大切にしなが

いは，それぞれの運動の楽しさに触れるように について理解できるようにすることを目指したものである。 ら，基本的な技能を身に付けることを重視したものである。

することを大切にしながら，基本的な動きを身 基本的な動きや技能を身に付けるようにするとは，各種の運動 健康で安全な生活を営むための技能を身に付けるようにするとは，

に付けることを重視したものである。 の基本となる動きや技能を身に付けることを示している。また， 心の健康における不安や悩みなどへの対処の方法やけがの防止におけ

なお，低学年の児童は体力に対する認識が低 このねらいは，それぞれの運動の楽しさや喜びに触れるようにす るけがなどの簡単な手当に関わる技能を身に付けるようにすることを

いことから，各種の運動遊びの楽しさに触れ， ることを大切にしながら，基本的な動きや技能 を身に付けるこ 意図し，今回，新たに示したものである。 なお，高学年の児童は体

活発に運動遊びを行っていく中で，基本的な動 とを重視したものである。なお，中学年の児童は体力に対する認 力に対する認識が高まってくることを踏まえ，体力の重要性を理解す

きを幅広く身に付け，結果として体力の向上を 識が低いことから，各種の運動の楽しさや喜びに触れ，活発に運 るとともに，各種の運動の楽しさや喜びを味わい，活発に運動を行っ

図ろうとするものである。したがって，低学年 動を行っていく中で，各種の運動の基本となる様々な動きや技能 ていく中で，各種の運動の基本となる様々な技能を身に付け，結果と

の各種の 運動遊びを取り上げるに当たっては，を身に付け，結果として体力の向上を図ることを目指すものであ して体力の向上を図ることを目指すものである。したがって，高学年

低学年児童の発達の段階や指導内容，体力の状 る。したがって，中学年の各種の運動を取り上げるに当たっては，の各種の運動を取り上げるに当たっては，高学年の児童の発達の段階

況等に十分留意することが大切である。 中学年の児童の発達の段階や指導内容，体力の状況等に十分留意 や指導内容，体力の状況等に十分留意することが大切である。

することが大切である。



- 3 -

(2)は，｢思考力，判断力，表現力等｣に関する (2)は，｢思考力，判断力，表現力等｣に関する目標であり，自己 (2)は，｢思考力，判断力，表現力等｣に関する目標であり，自己やグ
目標であり，各種の運動遊びを安全に楽しむた の運動や健康に関する課題を見付け，その解決方法を工夫すると ループの運動の課題や健康に関する自己の課題を見付け，その解決方

めの活動の仕方やルールなどを児童の力に応じ ともに，それについて考えたことを他者に伝える力を養うことを 法を工夫するとともに，それについて自己や仲間の考えたことを他者

て工夫するとともに，考えたことを他者に伝え 意図している。 に伝える力を養うことを意図している。

る力を養うことを意図している。 自己の運動の課題を見付けとは，自己が取り組む運動に関わり 自己やグループの運動の課題を見付けとは，自己やグループが取り

各種の運動遊びの行い方を工夫するとは，低 解決すべき課題 を見付けることを指す。そのため，教師は，児 組む運動に関わり解決すべき課題を見付けることを指す。取り組む運

学年の各種の運動遊びの楽しさに触れることが 童が自己の能力に適した運動の課題を見付けることができるよう 動についての課題と，課題に対応した練習の場，技や技術を確認する

できるようにするために，運動遊びをする場や に支援することが必要になる。 ことがそれに当たる。その際，個人が対応すべき課題とグループで対

練習の仕方などを自らの力に応じて工夫した 自己の身近な生活における健康の課題を見付けとは，保健領域 応すべき課題とを整理して確認することが大切になる。そのため，教

り，選択したりすることを示したものである。 の内容である健康な生活及び体の発育・発達に関わる事象や情報 師は，児童が自己やグループの適切な運動の課題を見付けることがで

教師から提案された楽しみ方や，自己や友達が から，自己の健康に関する課題を見付けることを意図したもので きるように支援することが必要になる。

考えた楽しみ方から，自己に合った楽しみ方を ある。その際，教師は，児童がそれぞれの内容に関わる情報を収 身近な健康に関わる課題を見付けとは，保健領域の内容である心の

選択することもその一つである。 集したり，自己の経験を振り返ったりすることによって課題を見 発達や心と体との密接な関係及び不安や悩みなどへの対処の仕方，交

考えたことを他者に伝えるとは，自己の工夫 付けることができるように支援することが重要である。 その解 通事故や身の回りの生活の危険を予測し，回避すること，病気の起こ

したことを他者に伝えることができるようにす 決のための方法や活動を工夫するとは，中学年の各種の運動にお り方と予防についての自己の課題を見付けることを意図したものであ

ることを示している。他者とは，共に学ぶ友達 いて見付けた自己の運動や身近な生活における健康の課題の解決 る。その際，教師は，児童がそれぞれの内容に関わる情報を収集した

だけでなく，教師，保護者等も含めた総称であ に向けた方法や活動を工夫することを示している。自己の運動の り，自己の経験を振り返ったりすることによって課題を見付けること

る。また，直接，言葉で説明することばかりで 課題であれば，各種の運動の楽しさや喜びに触れることができる ができるように支援することが重要である。

なく，身振りなどの動作を伴い表現すること， ようにするために，運動をする場や練習の仕方などを発達の段階 その解決のための方法や活動を工夫するとは，高学年の各種の運動

学習で経験したことを感想文や絵で表現するこ に即して，自ら適切に工夫したり，選択したりすることを示した において見付けた自己やグループの運動や心の健康，けがの防止及び

と，保護者に伝えることなども想定している。 ものである。そこには，自ら楽しみ方を工夫したり，教師や友達 病気の予防に関する課題の解決に向けた方法や活動を工夫することを

から提案された楽しみ方から，自己に合った楽しみ方を選択した 示している。自己やグループの運動の課題であれば，各種の運動の楽

りすることも含まれている。身近な生活における健康の課題であ しさや喜びを味わうことができるようにするために，運動をする場や

れば，正しい健康情報を集めたり選んだりして，課題のよりよい 練習の仕方などを発達の段階に即して，自ら適切に工夫したり，選択

解決方法を予想したり考えたりすることや，学んだことを自己の したりすることを示している。そこには，自ら楽しみ方を工夫したり，

生活と関連付けたりすることを示している。 教師や仲間から提案された楽しみ方から，自己やグループに合った楽

考えたことを他者に伝えるとは，自己の工夫したことを他者に しみ方を選択したりすることも含まれている。自己の健康の課題であ

伝えることができるようにすることを示している。自己の考えを れば，保健で習得した知識及び技能を活用して課題の解決方法を予想

他者に伝えることで，自己の考えを深めることができるようにす し考えたり，それらの中から適切な方法を選択したりすることを示し

ることを意図している。他者とは，共に学ぶ友達だけでなく，教 ている。

師，保護者等も含めた総称である。また，直接，言葉で説明する 自己や仲間の考えたことを他者に伝えるとは，自己や仲間の考えた

ことばかりでなく，身振りなどの動作を伴い表現すること，学習 ことを他者に伝えることができるようにすることを示している。自己

で経験したことを感想文や絵で表現すること，保護者や地域の人 の考えのみならず，仲間の考えたことを他者に伝えることで，他者の

に伝えることなども想定して いる。 考えに対する理解や自己の考えを深めることができるようにすること

を意図している。他者とは，共に学ぶ仲間だけでなく，教師，保護者

等も含めた総称である。また，直接，言葉で説明することばかりでな

(3)は，｢学びに向かう力，人間性等｣に関する目標であり，運動 く，身振りなどの動作を伴い表現すること，学習で経験したことを感

やスポーツの価値である，公正，協力，責任，参画，共生，健康 想文や絵で表現すること，保護者や地域の人に伝えることなども想定

・安全等に関する態度及び意欲 的に運動をする態度を養うこと している。

を意図している。特に，運動をする際の良好な人間関係が運動の (3)は，｢学びに向かう力，人間性等｣に関する目標であり，運動やス
楽しさや喜びに大きな影響を与えることや，友達と共に進んで意 ポーツの価値である，公正，協力，責任，参画，共生，健康・安全等

思決定に関わることが，運動やスポーツの意義や価値等を知るこ に関する態度及び意欲的に運動をする態度を養うことを意図してい
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(3)は，｢学びに向かう力，人間性等｣に関する とにつながることを踏まえたものである。また，児童の発達の段 る。特に，運動をする際の良好な人間関係が運動の楽しさに大きな影

目標であり，運動やスポーツの価値のうち，公 階に応じて，ルールやマナーを遵守することの大切さをはじめ， 響を与えることや，仲間と共に積極的に意思決定に関わることが，運

正，協力，責任，参画，健康・安全等に関する スポーツの意義や価値等に触れることができる よう指導等の改 動やスポーツの意義や価値を知ることにつながることを踏まえたもの

態度及び意欲的に運動をする態度を養うことを 善を図ることにより，オリンピック・パラリンピックに関する指 である。また，児童の発達の段階に応じて，ルールやマナーを遵守す

意図している。特に，運動遊びをする際の良好 導の充実に資するようにすることを意図している。さらに，健康 ることの大切さをはじめ，スポーツの意義や価値等に触れることがで

な人間関係が運動の楽しさに大きな影響を与え が単に疾病でないことや虚弱でないといったことだけを意味する きるよう指導等の改善を図ることで，オリンピック・パラリンピック

ることや，友達と共に進んで意思決定に 関わ のではなく，生活の質の向上までを含んだ積極的なものとして捉 に関する指導の充実に資するようにすることを意図している。さらに，

ることが，運動やスポーツの意義や価値等を知 え，その健康の大切さを認識し，自己の健康の保持増進に主体的 健康・安全の大切さを認識し，自己の心身の健康の保持増進や疾病や

ることにつながることを踏まえたものである。 に取り組み，よりよい健康づくりを目指すとともに楽しく明るい けがなどからの回復，危険の回避等に主体的に取り組み，楽しく明る

また，児童の発達の段階に応じて，ルールやマ 生活を営む態度の育成を重視するという保健の｢学びに向かう力，い生活を営む態度の育成を重視するという保健の｢学びに向かう力，

ナーを遵守することの大切さをはじめ，スポー 人間性等｣ 示している。 人間性等｣を示している。

ツの意義や価値等に触れることができるよう指 各種の運動に進んで取り組みとは，各種の運動の楽しさや喜び 各種の運動に積極的に取り組みとは，各種の運動の楽しさや喜びを

導 等の改善を図ることで，オリンピック・パ に触れ，自ら進んで運動に取り組むことにより，生涯にわたる豊 味わい，自ら積極的に運動に取り組むことにより，生涯にわたる豊か

ラリンピックに関する指導の充実に資するよう かなスポーツライフを実現する 資質・能力を培うことを示して なスポーツライフを実現する資質・能力を培うことを示している。

にすることを意図している。 いる。 約束を守り助け合って運動をしとは，高学年の各種の運動において，

各種の運動遊びに進んで取り組みとは，各種 きまりを守り誰とでも仲よく運動をしとは，中学年の各種の運 仲間と一緒に運動の楽しさや喜びを味わうことができるように，自分

の運動遊びの楽しさに触れ，自ら進んで運動遊 動において，順番やきまりを守り，誰とでも仲よく運動をしたり，たちで決めた約束を守り，仲間と互いに助け合って運動することを示

びに取り組むことにより，生涯にわたる豊かな 互いの違いを認めたり，友達と協力したり，公正な態度で勝敗を している。互いに助け合って運動をすることを通して，運動の課題や

スポーツライフを実現する資質・能力を培うこ 競ったりするなどのスポーツの価値の実現に関する態度の育成を その解決方法に対する理解が深まるとともに，仲間に対する信頼感が

とを示している。 示している。 高まり，互いの関係がより良好になっていくことなどのスポーツの価

きまりを守り誰とでも仲よく運動をしたりと 友達の考えを認めとは，友達の考えを聞くことで，自己の考え 値の実現に関する態度の育成を示している。

は，低学年の各種の運動遊びにおいて，順番や を深めたり，友達との良好な関係を築いたりすることを目指した 仲間の考えや取組を認めとは，仲間の考えを聞くことで自己の考え

きまりを守り，誰とでも仲よく運動をしたり， ものである。 を深めたり，互いの取組を認めて仲間とのより良好な関係を築いたり

友達と協力したり，公正な態度で勝敗を競った 場や用具の安全に留意しとは，運動をする場所や器械・器具の することを目指したものである。

りするなどのスポーツの価値の実現に関する態 整備，用具の安全を確かめること，水泳運動の心得を守って安全 場や用具の安全に留意しとは，運動をする場所や器械・器具の整備，

度の育 成を示している。 に気を付けることなど，低学年のねらいを発展させたものである。用具の安全を確かめること，水泳運動の心得を守って安全に気を配る

健康・安全に留意したりとは，運動遊びをす 最後まで努力して運動をする態度を養うとは，運動領域の学習 ことなど，中学年のねらいを発展させたものである。

る場所や器械・器具の安全に気を付けたりする で児童が学習課題の達成に向かって最後まで成し遂げる態度の育 自己の最善を尽くして運動をする態度を養うとは，運動領域の学習

等，健康・安全に留意する態度を育てることを 成を示している。課題に最後まで諦めずに取り組む過程で達成感 で児童が学習課題の達成へ向けて全力を出して運動に取り組む態度の

目指している。 を得たり，課題の解決に取り組む意味や自己の可能性に気付いた 育成を示している。最善を尽くして運動をする過程で達成感を得たり，

意欲的に運動をする態度とは，運動する子供 りすることにより，生涯にわたり豊かなスポーツライフを実現す 課題の解決に取り組む意味や，自己や仲間の可能性に気付いたり，新

とそうでない子供の二極化傾向が見られること る資質・能力を養うことを意図したものである。また，このねら たな課題に挑戦する態度が培われたりすることにより，生涯にわたり

を受け，運動遊びをする環境条件の整備も含め，いは，運動の 実践だけでなく，日常の生活において必要な態度 豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を養うことを意図したも

低学年から誰もが意欲的に運動に取り組む態度 につながるものである。 のである。また，このねらいは，運動の実践だけでなく日常の生活に

を培う指導が大切であることを示している。運 健康の大切さに気付き，自己の健康の保持増進に進んで取り組 おいて必要な態度につながるものである。

動遊びに意欲的に取り組むことにより，生涯に む態度を養うとは，保健領域の内容に触れ健康の大切さに気付く 健康・安全の大切さに気付き，自己の健康の保持増進や回復に進ん

わたり豊かなスポーツライフを実現する資質・ ことにより，自己の健康に関心をもち，健康の保持増進のために で取り組む態度を養うとは，保健領域の内容を学習し，健康や安全の

能力を養うことを意図したものである。また， 進んで学習活動に取り組む，課題の解決に向けて協力し合う，心 大切さに気付くことにより，自己の健康に関心をもち，心身の健康の

このねらいは，運動の実践だけでなく，日常の 身の発育・発達等を肯定的に捉える等の態度を養うことを意図し 保持増進や疾病の予防・回復のために主体的に学習活動に取り組む，

生活において必要な態度につながるものであ たものである。 課題の解決に向けて協力し合う，安全を確保してけがを防止するなど

る。 の態度を養うことを意図したものである。


